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第3章 野生体シトクロム c のクローニングと異種発現系の確立 
 本章では，実験に用いる蛋白質の大腸菌を用いた異種発現系の構築について述べられて
















第6章 シトクロム c 構造への圧力の影響 














 本章では，第 2 章から第 7 章までの研究成果を踏まえて，シトクロム cは由来する細菌
の生育圧力環境へ適応した結果，その立体構造が安定 化していることが提唱されている。 
 
これまでに深海由来蛋白質について行われた研究は「酵素活性」を指標とした比較であ
り，高圧下での酵素活性に着目したものが多かった。本研究では，圧力環境に適応した蛋
白質が，活性のみでなくその「立体構造」も安定化していることが見出された。本論文は
オリジナル性の高いものと評価でき，蛋白質科学分野の発展に寄与すると考えられる。 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（農学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
 
 
 
 
 
